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①薬学部・香川薬学部

公募推薦Ⅱ期

生物基礎・生物

大問［I］細胞の構造や細胞小器官について、それぞれが担う働
きを確認している。大問［Ⅱ］基本的なDNAと遺伝子発現に関す
る知識を問うだけでなく、事柄の読解力と説明力も確認してい
る。大問［III］免疫の中から、適応免疫に関する知識とそのネッ
トワークを問う出題を、教科書内容をベースに出題した。同時
に、臓器移植への理解を確認するために、拒絶反応を出題した。
大問［IV］植物の環境応答について、教科書を基にした基本的な
知識と理解を確認している。
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キ　イントロン ク　エキソン
ケ　核 コ　メチオニン
🈂🈂🈂🈂🈂🈂🈂

問 6　選択的スプライシングにより，一つの遺伝子から複数
種類のmRNAが合成できるため。

問 7　
ⅰ　⒜　AUGUUCCACUCGGGCAUACCUAAC

　　⒝　メチオニン-フェニルアラニン-ヒスチジン-

　　　　セリン-グリシン-イソロイシン-プロリン-

　　　　アスパラギン
ⅱ　11番目の Gが Tに置換した。

［Ⅲ］
問 1

ア　⑶ イ　⑸
ウ　⑽ エ　⑾

問 2　キラー T細胞，細胞傷害性 T細胞

問 3　免疫記憶

問 4　ヘルパー T細胞，CD4陽性 T細胞

問 5　アナフィラキシーショック

問 6　⑴

問 7　⑴と⑵

問 8　後天的に免疫寛容が誘導されたため。
　　　（別解）T細胞が分化・成熟していないため。

［Ⅳ］
問 1　
ア　短日植物 イ　長日植物
ウ　限界暗期

問 2　
ⅰ　⑶，⑴，⑹，⑷
ⅱ　⑺，⑵，⑸

問 3　中性植物

問 4　フロリゲン

問 5　春化

問 6　
ⅰ　⑵
ⅱ　⑴，⑶

問 7　
ア　⑴ イ　⑷
ウ　⑵ エ　⑶

問 9　GABA（ r -アミノ酪酸）受容体

［Ⅳ］
問 1　林冠

問 2　光補償点

問 3　キーストーン種

問 4　生物濃縮

問 5　かく乱（攪乱）

問 6　富栄養化

問 7　バイオーム，生物群系

問 8　絶滅危惧種

薬 学 部
　 選択

香川薬学部

生物基礎・生物	 推薦Ⅱ期

［Ⅰ］
問 1　
⑴　リボソーム ⑵　葉緑体
⑶　細胞壁 ⑷　粗面小胞体
⑸　ゴルジ体

問 2　⑵，⑹

問 3　⑶，⑷

問 4　
ア　選択的透過性 イ　受動輸送
ウ　能動輸送 エ　ATP

オ　カリウム カ　ナトリウム
キ　ナトリウムポンプ ク　アクアポリン

［Ⅱ］
問 1　
ア　ヌクレオチド イ　リン酸
ウ　デオキシリボース エ　相補性

問 2　二重らせん構造

問 3　
ⅰ　⑵ ⅱ　21%

問 4　
ⅰ　1 ¢ ⅱ　3 ¢，5 ¢

問 5　
オ　転写 カ　翻訳
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